
〇 〇 〇 〇 〇
建 北 都 公 河
築 海 市 有 川

平 基 道 計 水 予
成 準 収 画 面 定
十 法 支 入 の の 地
四 に 証 変 埋 の庁
年 よ 紙 更 立 指

告六 る の の て 定

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 道 道 基 知 知 平 平
有 路 路 本 事 事 成 成
水 の の 測 権 権 十 十
面 区 区 量 限 限 五 五
の 域 域 の に に 年 年
埋 の の 終 係 係 度 度
立 変 変 了 る る 北 北
て 更 更 保 保 海 海

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
平 道 生 生 生 特 有 産
成 営 活 活 活 定 害 業
十 土 保 保 保 非 が 廃
五 地 護 護 護 営 ん 棄
年 改 法 法 法 利 具 物
度 良 に に に 活 類 処
北 事 よ よ よ 動 の 理
海 業 る る る 法 指 施

第

〇 〇 〇 〇 〇
公 一 一 一 一
共 般 般 般 般
用 競 競 競 競
水 争 争 争 争
域 入 入 入 入 告
が 札 札 札 札
該 の の の の
当 実 資 実 資

号

毎
週
火
・
金
曜

月 道 示 元 案 に の
二 路 売 の 関 一
十 の り 縦 す 部
五 位 さ 覧 る 改
日 置 ば 工 正

の き 事
指 人 の
定 及 し

び ゅ
火 売 ん

り 功
曜 さ 認

ば 可

に 及 安 安 道 道
関 び 林 林 立 立
す 供 の の 農 農
る 用 指 指 業 業
工 の 定 定 大 大
事 開 の の 学 学
の 始 解 予 校 校
し 除 定 研 研（
ゅ 二 の 究 修
ん 件 予 課 部
功 ） 定 程 門
認 の の
可 学 学

道 の 施 指 医 人 定 設
立 工 術 定 療 の の
農 事 機 医 機 定 設
業 の 関 療 関 款 置
大 完 の 機 の の に
学 了 指 関 指 変 係
校 定 等 定 更 る
養 の の 許
成 変 認 可
課 更 証 申
程 申 請（
の 廃 請 の
学 止 内

す 施 格 施 格 示 目
る に に
水 関 関
質 す す
汚 る る
濁 公 公
に 示 示
係
る
環
境
基 次
準

日
発
行

日 き
人
の
指
定
の
一
部
改（ （ （

物 正 都 砂
品 市 防 （
管 計 災 河
理 画 害 川
課 課 課 課

生 生
募 募
集 集

（
建（ （ （ （

道 道 設 農 農
路 路 部 業 業（ （ （

河 整 整 総 治 治 改 改
川 備 備 務 山 山 良 良
課 課 課 課 課 課 課 課

生 、 容
募 休 の
集 止 概

） 要
の 等（
届 生
出 活（

土 文 （
地 化 産（ （

農 改 生 ・ 業
業 良 活 青 物（ （ （
改 指 保 保 保 振 少 対
良 導 護 護 護 興 年 策
課 課 課 課 課 課 室 課

の
類
型
の
指
定

（ （ （
環 経 経
境 済 済（ （
保 統 統 調 調
全 計 計 査 査 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ）

一 一 一 一 一
八 八 八 八 八
三 三 二 二 二

２
い

め契資役の

定資次

に

に の ののれ

もず 務

る格

と

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
八 八 八 八 八 八 七 七
一 一 〇 〇 〇 〇 九 七

規１ 北

地定る 海

に平資平者 道

よ成格成に

方
告

必

自

及 り 示治
、年び年要 第

一６調度な

法
施
般月達に資

） ） ） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一 一 一 一
七 七 七 七 七 七 七 七
六 六 五 五 五 四 四 三

〇 〇 〇
公 遊 特
募 技 定
型 機 調
プ の 達
ロ 道 認 道 契
ポ 警 定 公 約

） ） ） ） ）
電話

一 一 一 一 一 ペ
七 七 七 七 六 ー
三 二 一 〇 九 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇
特 特 特 一
定 定 定 般
調 調 調 競
達 達 達 争

道 契 道 契 道 契 道 入 道
教 約 教 約 稚 約 留 札 立

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
軽 都
油 市
引 計
取 画
税 支 法
免 に

格類件当

る該

種 す要も
と

平調北北こ
る
す

。約
委道道。

成査海海
取取

６業地地

年託土土

に引引

月務

行

日関調調

をお格 競 号令
争日すいは

昭入るて、

に務がに

和札役道

政加種結め

年参の締定
の

第るよも

令す類しる

者う
る、

。必すし

号にとと

以要

ー 察 及 安 に
ザ 本 び 委 係
ル 部 型 員 る
の 公 式 会 入告
実 告 の 告 札
施 検 示 の

定 公
等 告
の
告
示

育 に 育 に 内 に 萌 の 林
庁 係 庁 係 土 係 土 実 業
網 る 留 る 木 る 木 施 試
走 入 萌 入 現 入 現 験
教 札 教 札 業 札 業 場
育 の 育 の 所 の 所 告
局 公 局 公 告 公 告 示
告 告 告 告 示 告 示
示 示 の

一
部
改
正

庁
税 よ
公証 る

の 告 開
無 発
効 行
処 為
分 に

関
す
る
工
事
の

託託

一る委委

にす査査
の

争務務

競約業業

般契
の格

札資

入

一 告

六 示以

九

行
を下

当

北格

う資

資に該

下な

るに

令をめ約

政格定契

た北約り

とめ契よ

」定
。道係達 う。海に調 い

般る 第事一す ）知るを

堀競役
争務 条

示

完
了

取。

地う

土い

道と

海」

類 第

札種 ５

入の の

引）

也加、 項

参は １

達に

のす

一 一 一
九 九 八
四 一 八

一 一 一 一
八 八 八 八
六 六 五 四

一 一
八 八
三 三



５

請再次行

申アイ資をア
格 申 審 書提提のう資

格

ずとを 請 査 出 類出いこ

の 提のれが有 の 先 を先
申 名事 出所かです 再 の
す在にきる

北 海

４
格申資。申資

及め資く

請請

格 協い審）格

びて
との午査

審 業る査の審

の 合き申前の のの 査 組

時請

申 時方 に。請９申

あの

道 公 報

３

年つ
て掲経中

法 資中以いに

第 企はげ済小 格律 小下
業中、る産企 要
等 件小当資業業
協 ） の協企該格局等 号

件が同 特第 同業中要長

等小

第

政政。道道法い

動とな
ので

令 鑑令が税律者

産

う滞規あ

第 定第行を

業

指納定る 者

と の の 登名しにこ 条 条
録競て基

号

不平昭

平成和 動
成産
十年年 鑑

四４法 定

年月律 士

六

の

る称地請由該る者

又

北北る該

とす当

こ当。

道道で格

よ海海者資

に
合幌き係

行総札引に

り
画中き営

な企市続る

わ
経区格を

れ部央資業

け

か法は 請

な済北を相

ば
次 、 て期ら、 は っ時期

掲 成 、び後に 平 は及午

設方５

立法時げ
請 月

祭で申 ６

のまる 年

にの

資間書

な出

にし提 か

格にの 日

例協企は行組 ３ 組

ら 有
法 第 法同業、う合 条 合
組等適官

需３ 項 昭合協用公第 １
と組な適条 第 和」同し
組４ 号 年い合い格第 ７

律。は合号 に 法う又。
業証掲 げ 第）協のに 掲
及
び組明げ る

づ。 ４ ４

中合をる 協 号

１ に入るき 第 第 簿争い
にで立 項 項 登札者設 ２

れ 規 規 を関なさ の に 録
す けるこた 定 定 受すい
名。利 よ る た指と営 に

停目 競 で でをを り 者 者

さと 入 い る止的 争 な あ

１第

こ こ
月は日

二不号 現

十

） 在 動

五

第 に 産

日お 鑑
定

き が規 引 補の て 士条 い
定 火

基 き 名に 続 ４

曜

ら調３得続 年 上づ ２ 以

い課西う合

な査条よ、

目るは

丁す又

。６と併

資り

、よ

はに

の渡

も譲

７ すけ先

査し

審継

格承

な当

２ 者ば、

月 るれに

で るな提 ま あら該

日 で
もい出

日 構指 曜 がの 土 の。先
り 日

のよ び

員に 及 成示

業 組 第
小が有企 業 ）

過

条
業のる組 合 ３

企次す

団いと合

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小
律きと い 等
法と」 と 業

。 。てな へ と とれし 札
を

い人 加

な法 参

いい の

合 さ

。組 除

とは 排

こ又
連 者

は る

く い

し て

若 れ

き 日

て土 、 し国 上 籍、 以 在
の
者省 産
る通 動 い交 不

道 評
る都 定
あは 鑑
で又

た

に 関
。県 に
と府 価
こ

と

２３
請
申
再者

の

成約海海

入平。契北北

条道道

履札
に
北を幌合

行参年項札総

半作 曜

場す海示市企

加

１

占除た

をし を

数成 日

成札調北調契

の平入

次

に達海達

と
お

す土す

り年付を道を約

般月るる地る期

一６す

はい う 協
和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

北 ７

海
道 資資当

告 資格２資該

示 格格をに格許

第 は有規に可

１のす定係、

い

会 な

合 で

のるする免

６
こは
で

再し格資資に有

成資約
る 申格効 申たの格係

再

効有一 請の期 請申有の

す

よ書期効般 有間 し請

格
イウ

律不
る 法

え る
備

合

企す組

小有業

中を企

場央部

る道す中画

業る

北済

に示所区経

所者告

３調

必第

北北要

条査 海海な
総格に６

道道資号西課

す

市企定目

幌合規丁

札

取役

区経北

央部る

中画

事役 競

の調の

争日項務引務間

称委様契

札名査仕

入

結

下び業締

以及託等約

数務
説か

札一札日

入量入の

い書平

と明ら

」式

号 喪者る営許

失次格に登

にが資業、

い件し等

めの要関録

定

れ該令取

契ずに法を

る

にし規消

にか当のり

約

当いにれ

る該な定さ

係

るとると

のすこよた

も

方う類間期競 効の の

で

は入新

とを及間争 期更

る出当、札

法す提び間

はな期格落

者し該資の

４れの有決

、け間を札

な新るの

のば更す定

申な続認ま

のら手と日

協のは

等も又

請いめで

合

合る組

組あ業

同で協
も

資

組限る

業にあ

企ので
を有

除）を

を。格

合る

条査土

３調道

北済海

く

査

目調

丁引

６取

西課地

うに成

資
の
務

業
託

委

。よ

実月

を。３

）る年

施

知

。道で

る海ま

す北日

な可。

あこと許き

堀
事

めなた免

たとっ、

ると
。登

有たき、

、っと許

、を

間は等

期き録

効と

はをる

新格す

更資要

の

類旨す

書。たと

、失場

先が

出知

提通。

ののる

提か

該日

当た

、っ

にあ

る

。変す

のの

先１

出ら

者そ

あたが

でし者

）更
を成

格構

資の

る

一有員

七すを

〇

を
格

そた

でし

者更

る変

に

行う合

也
達

こ
る

す
有

、

。て

いい

なお

わ。

契

りる

よめ

に定

示に

指

員
成
構

の者

作 資



入入ずな合契

わたア

平 札札、お計約名

成 金書消、額に

十 額に費消に関

四 等記税費１す

年 に載等税円る

六 係す抜等未事称

北 海

９

号

政たの契要そ各

め低

札 定格書に

令予価約開
の 価で作掲

第

の時 格入成げ

し要入 のに の札のる 条

お 制
限た否他札

道 公 報

６７８

交交便便札

以入郵郵落

説等及者

下札

よ電決

財明付付にびの
方

規の場方る報定

務書
付所法札よ法

則交入に

」

第

５

開開入を入下

入下金以

消 札納札 札

証令 保費 札札に付保政

等 場日加る金」

税 参す

よの納い

」 しものと

証

と 所時金

号

４

日

の
行札札

執
札入入

入
及所時

所
場場

月 るるき相満務

二 消金価当のを

十 費額格額端担北

五 税は相は数当海

日

ある総

等、当当がす道

費と代る組合

の消額該

の画

扱税す金と織企

取
い等るのき

火

求、称経

にこ請は名部

係と

曜

にのび調

る。時そ及済

て の者は 第い

課

に２ 囲落無

項、 範を、

定規 で者と

規に 内札効

るす 効する

す定 有とす

札
合資 入。

場る なる。
し た
き有 し

除を を
を格

札

い関入

とにる

、

。る海海のは

うす北北
札総所認

）事道道場、

幌合でめ

第項
市企交な

央部す。 か中画付い 条

北済。 第区経る ら

３調

う とすの。

い うと付う

する免）

） ににる。除第

。
相 同同者、

額 。、付条 当 じじは納
等及 含 の法７ を そ方の

） も、北 。 積はび む 見

北北平

日
び

道 の っ地海

海海成

時
道道

９

市館月

幌別７

札庁年
共前

北午

区階
央４日

中
３

日

事算数在課

税加端所査

でこり

者る切

業すを地

るて

あと捨
。

税税）

免費。

か消る

な も

あ額

で当

者相

業等

則の う
規者 の

務い の
財

た 、 第し ち
入

び 記 １及 書 第札 札 条入

定規 入 規務 の の財 載 項

丁

で６

ま西課

条条査

札

よ
に
ろ
こ
と
る
め

定目

の

た方

。
る

財 契自

５則 金法 の規 約治 分務

に
額施
昭 行

費当和 消令 相
す

額北 及和 る年 税昭
海 び

令 の規 方政 上道 地年 以
消

条用
丁室

７議
西会時

問し

を算

か加

るを

目

ー。

大道プベキデと
こ

貸グフパタ

型でロリー
イチ漏

子与ラァンの

電

額 よ第 金 に則

計すム

が り
２

定最条

の政政。道平平

資次と
令 い令が成成

第 格ず第行
う年年 れ

指６６ に

にる契資役

平者め
る定

必も

成
資すの

度なと

年要の務

札第 費第 入則
に

税
保号 号

規１
。 以証。

北

地定 海

に平資 道

よ成格

方
告

及

自 詳

り 示治 細

、年び 第

一６調

法 は

施 、

般月達 入

告札
公入

所のの
ここ

イ

い

算るの機ャえ

のの 在

能ー
を要、

機次

すがざ

有プ有員改

をの

ん

しロ

る てグ

デ名、

ー以滅

おラ

エい及

、がタ上失

りム

ンるび

プ使

トこき

ロ用

リと損

グ可

の 要も名月月 条 条

ラ能

の 該競
直に 第 第 当争日日 ４ ４
項 る札前お ２ １ 件す入
関納て の に こにのい 項

き 定 定 。す期引 規 規 と

き よ る指ま続 に する限
年 競 でをの２ り 者名で

いは。種

お格る

な停道

約格類

て、
め平統平平

締定
がに
道

結
しる成計成資成
格 調 よも

商と商

うの年査年」年

し月係業い業

とと６に
る統う統

す
る、

行

を 競 号令 札
説争日す

に務

和 書札役

昭 明入る

に

す類

政 る加種

年 よ参の

者
第る

令 。

容行
内執

以要
。必
号に

開

郵電定公
予、
はは

地
号りる

番番あす

便話で
、。

号

変
す

－－更
る －

あ４機防

マで－ー。を

をす

及る器止

ー

る

びこ
オと

台た

ー上の

レ以め

ペ。

一 タ有安

七 ーし全

一

置

１る措

各い策

がて対

を上 入 い止税以 争

名こ

納の へ とれ滞そ 札 こさ
なて業 参

いし事 の 。て

ん 排

こな営 を

いいを 加
れ

とい さ

。こで 除

とい

電計。計

と い

こ て

。る

当日
処査査

に該に算調）調
係

め約般理にに

定契一

よ争託るる

るに競委係
務算算

約り入業電電

契

理

係達の契処処

に調札

一る告委委

るす公約理

競務行業業

般役を託託

資
下な

争のう務務

た北

とめ
」定
令を

政格
第事 ）知 。道 う。海 い

堀

こ

条

と 北

も
る

幌得 線 札り 内 道あ

海
市
中－。

央

。講

以とを

西
条
３

北
区

。
とる

こい

るて

いじ

上

種平の

こ
い

な
で

者

。 る

格

札類成資

入
には
参、年
商以

１

達 第
５

の

すに業下

加

目
丁

６

の

也 項



企

再次行格再

をアイウ

小有業 申申 のう資中を

請 ずとを企す組

いこ格

又 のの

れが有業る合

請

きる協では

かです等者

に

北 海

５

提

格 申資書

イ請アイ資

出 請審を審 請 申格類提

の出先先 書査提査 書出

再 提の 提申すのの のの
出請る所

道 公 報

４
て格申資日

及め資曜ア
除

小協い審格を受

中び
との査く

企業る査請審

等合き申のの。付 業組

時請の時 協に。請申）

同あの

第

３

年つの

下てに経

法 授資中以い
第 企 及は掲済 格律 小 受

業 び要中、げ産

等 成小当る業
長 ） 協 果企該資局 号 件

小要が 第 同 品の業中格

の等

号

道札同

平が幌一

成指市日
十定内に
四すに複
年数 る

六

る者同あ協 事方 記か回

組

由当。の組る業法

該
る該の合

す当合も

で格業限あ

者資企にで

き係合。資

引に組るる

き営除をを

続るを）格

格を。更す

資業く変有

こ在申 出名

を相）しる

に

法先次と称地請

方は

話

持げり北郵電

掲よ
に

申わ道番番

参る行海便

書け合

出請な総号号

提
す
るのれ企

も提ば画－－

の出な部

－ と先ら統

期期、に間

組っ時は間

び成な

法は及平し

合て

け午

第、
３設提
方６ば９

条立出年れ前
らか

４際法月な時

第の
号に
掲格い午

に資日なら

組

る有）５

げを火。後

う 条 合 納協企件行 ３ 特

等、官 第 法 品例同業は

が組

用需 項 昭 で合協適公 １

ると組し適 第 和 き」同
い組 号 年 こい合な格 ７

。。は。合 に 法 とう又

及業証 げ 第）協の 掲 律
び組明 る
中合を 協 号

月録らの

二来 媒

十体ま庁

五及でを

日

こ

録げる

記掲め

びに求

様設と

仕る

火

納及あ

で備が

曜

続でた者

が人。

品びる

合るのそ

よ、あもで

得

成

す又格構

と併資の

う

渡すを

も譲有員

るはを

し

、よ者更

はにる変

の

継のも

格承そた

資りで

しにな計

査し構の

審

、、い課北

提札内 送該道

郵当。海

認出幌線 は
め先市

なの中－

い指央
西

り条

よ３

に北

。示区

で

業るらま

企すか時

作

あ５

合で月

組者７

下も
以る日

の金

員
組成で

業構ま

企が）

合

が有 業 ）

と過曜

」の土

次る 合 ３
企、す 組 第

小
団のと 条

業
のず。 下 規

体いき 以 に
組れ 定

組 中
にに 業 る
織か 協 す

るす 」 企
す当 合 小
関該

律と い 等
法る と 業

日

行

で有進

能を、

可員）
のに

こ道理

る、管

あし
よ合
に打
示る

。指係

と

員

のた成

時入
随や
りせ

申
再者

４５

請資

入入

執札 札

札入入開開入以

保 行札札札札に
下

７

場場日場日加
消 の参

の

２３

申
た目

し丁

成

格約幌海

入平資契札北

を条市道

契納札成
に

央合

約入参年有項中総

す海る示区企

加北すを

をび

う数及

い半日

期場

１

）占日

。
北

次 海

の平入 道

と成札業業 告

に お 示

り年付務 第

一６す務

般月る内

き う 協

に２

和、 組）
昭は 。 同
合

７
を

資資に有資格

約資資

のるは有 格効格 格係格
間のる の 有一１す の期

の
庁票
来原
に力

有効般

申たの

再し格
成資

６
し

費 よ書期

し請効

請申有

所時所時金よ
税 所し
証

す
と 日と

」 びう
等 及

う 幌成ににる
い 時札平
同同者。 市
７。。、
） 中年じじは

の
当 区月そ

相 央

額 北

含 条の
を ３日者

と場３部

る道こす北画

に示。所条統

間所者告

７課

必第西計

契札要

丁 約幌な
規

結中格に

締市資号目

３る

ら北す

か区定

日央
成条平

平

事 競 号

平入領

札
入
争日項名容

説よ

以成札に

下

年明る

」統び

札業及

入商書。

者

い調成

と計平

更 間争にが 喪 効の 期競
札新め失に

は入定２ 期
格落契定

資のる規

間、

係資

有決にる

を札約す

と日も要

るのる格

す定

類間

めででに

認まの件

る出当

す提び

とを及

う

の

、け間

はな期

者し該
な新

のば更

４れ

月見

請い
申な続

のら手

） 丁午も
。 ７）積
む 西

た
の 目前っ

北時契
に

庁額５

道金の

海約分

別

る

階税す

９費当

館消相

西成

共及

年７

業

月目商

３丁年
査

で道調

ま海計

日北統
算

部電

画る

企係

合に

総
統

う査
統

をる業

）係商

。に年
査

す北処調

施算計

実電

知託係

。道委に

る海理

あ該

処

堀算
務電

事業る

のるたし

旨する当

たと
が有こ

知、い

通。めな
っ

た間な

っ期と

あ効と

はき

ら新と

か更た

日の

出
提
の
類

書。

の、は

１

、
に
先

一当

七該

二

会地以

用び額

の
先
出

提

費入

室消の

議方上

務
業
託

委

課理

計処

税札

行、

要

也務
業

達託
委

理

失

めいを

定な格

にわ資

り
よ
に

示
指

。

契う

る。

作



者入契

アイアイ

平 で札日場約名所

成 あ説に

十 在 る明関

四 か会す

年 をのる

六 申日時所事称地

北 海

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入等算額で金と

決 る額

っ

に 札にし）あ額な

定
当 及係たをるを

道 公 報

９

札札提提開

契要入入そ

作加加出出

札 書参参

約

込望期場

時 成申希のの

は間所他
お 要書者

に の
否の

第

な

６７８

便め札札

入郵認落財入
規 説又な者に

務 札交交

決る
則 明付付はいの限

の場方報定。
第 書電。

交に方）

付所法よ法を 条

号

証入。

保第う

金札）
の を保第 条

納証７

る納びか すの及条 付金

月 し時務

二 出及を

十 るび平札担北郵

五 こ場成幌当海便

日 市す道番 と所
７央組合

。年中る総号

月区織企

２北の画－

火 日３名部

条称統

曜

た

）７び課札

火西及計

免札者

た びる金もか入

費て税書は

っ こ消額っ

て の

記落

は 公税当落事に、

価者載札

、 告等該札業

取額格です決

入 にの金
書 めりにとある定

札 定

と速

に る扱１するこ後

のを。や

記 入い円るか

に

さ に満で問か

載 札未

次

て 提、

い

れ 関の、わ

に よ成幌

２ に平札

、 出

市規 り
月区

す 定６央

定 所年中
北

る の

資 入

を 参条

格 札日３

し 第

し 申）７

有 加火西

札者 項 関入た １ にる
場う 規 る幌のの の す札
で、 に

項中所ち 定 事市

定

北付札 り

区交入 よ

央
。載 た

条る記 め

３す書

海第 こ付北ら

７の 予

西

との道 。免
則
納で 規

、ま 務 除条 財
方定

付に

等る 和
法め 昭
はと

地ろ 北
、こ 年

日

地中

前目在市

午丁所幌
条

庁３

道北

海区

時北央

用
共目

階丁

９７

館西

別

札、費

た す端入ず消

会

等

額 条がに見税

金 る数

にる加もの

に 件あ参積
るた税 該 違とすっ課

当

業 額 しは者契事 金 反き

入そ、金者 の た、は約

札の消額で
る の

は端費のあ 分

、数税

か ５

書ら目

な 込か丁

無金等

５海

の 提月北

者 を７

い
入 る総た す日道し 出

ま画、 と）企札 こ金合
課則 計規 統務 で部財 。

最 の
が 格

目額 価

丁金 定

総あ の

道で 限

海低 制

北

で

画を 内

企者 囲

合る 範
と 入

計者 る

統札 あ

部落

治る 規
自よ 道
方に 海

課

施第
法。 則
行
。
令号

和下
昭以

室
議

令規
政務

年財

１

式業

請申平申石株産

申

者市会廃

の請成請狩

概年

港リ物

要月年の新社棄

の 効額に免 に分

日６住

とを係税 相

事 当 す切る
条次

。
るすり課に業

北

廃第なの 海

１おと平 道

項、お成

棄
告物
の産り 示の
規業で年 第

定廃あ６

処
理
に棄る月

第

函）達
て
１２

注注
各

条
間

類 海別期

当 館の成

該

る
す 札

域表

の当

効
。 有

北

環規て水海 海

定は平域 道

にめ成

境
告

函

基
よる 示準
り水年館 第

、域６海

に
係
次と月域

」
第則

）い
号と

の入
札、
入は
の細
こ詳

６、央ロ理

月所中プ処
の

称丁ー設

日名３ワ施
設

及目ク

び

置

３ 者表場 地 表代の 番 代

社

名役

氏締

の取所

及
よ物。 号び

に産施

掃、理

清り処日

許

る棄置

す廃設

関業設
理申

律処可

法物
設
和設書

昭施請

２の

型

同防大ぶ２と

分のイ

の
類 南同

は 線 端港港波鼻函のは

、 及 と北西堤岬館海、

昭 び 同防防及の海域指

和 陸 港波波び突域の定
イ後 北堤堤陸端岸
に年 防、北岸とにに、

よ環 波同端に葛係掲直

り境 堤港をよ登るげち

囲庁 北北結り志部るに

る

告 端防ぶ囲岬分と達

のし 号水

定館

及の指函

域表て日

域のる第

地域す港

び水
定掲砂

指に防

の欄。３
港

務公同

事る、

のげ堤

、書
は明
行説
執札

に共

。

番する

話開よ

電公に
。
号る

－

所
住

の田

者武

請
申長 －

は
又篤

一 氏

七 名

三 ）

律可
法許下

年置以
請請 第申申
が書

道 以
っと海 。

あ」北 号

。事

。う知 下
たい

お成 ま

内 と

の堀 」

） 法

りす れ示 を波線まのを

とる た第 結堤、れ突除

ぶ南同た端く

線端港海を。すこ 海

、と西域結域）ると 号
。を

濁 域。 汚 海す 質表 水

す水３

関用第

環
る

係
に

令同域堤

政を砂

る域防

表

道当海 成該海該 平の北

年類知類域 ５当

達 第欄堀 令の 政型事型

に

線
内

－

第

要 ）

概達 。

の う

容 い

は
等也

い
つ

に
準

基 イ境

、

掲成

類 第
る達間 ）

げ期 号イ

条を
型也 ２



空がガ

別銃
具 種ん

のが

名ん気んス

のが

北 海

り 北

北、が 海

海次平ん 道

道の成具

庁

告

類

地

青が 示 域

少ん年 第

年具６

政
策

保類月が 部

ん 護を 号 環
境育有日具

道 公 報

３
平見この意及意

意境所
書

覧成書の保見び見

縦

の産全書施 の

の、

期年提業上に設は

見、種北

間６出廃のは

物地意類海

月棄

第

２

産感ク第縦

規ン法アイ

覧北石

定
す業染リ

道市

る廃性ー条の海狩

２所石生

廃棄廃ト第場

物ず項及狩活

油物棄く

焼理、及及び支環

の処

号

石産廃

平棄 狩業
成物 市廃
十の 新棄
四処 港物

年理 中処

六

弾もガ

称具銃具銃

央理

、の丸の充ス

構圧し気

力

動ポ圧力をての

手縮

利射しを

にン縮を発ん

りをれ用さた利

よプさ

る縮し

空作たしせ圧用

造気動空て

課例ん

活条が

生成害類

）具
し

平和とが

に昭類

成

年て

月道す

８海定

年北指ん

日例。

８条る具

ら書記知

日処か見を道

提の

ら施のを載事

か理

７設意
書す、便

月の見出上郵

設
提者活号

日置をる生番

で関出の環

まに
しす氏境

日、る名の－

曜利こ及保

日害とび全

地部

却施廃びび時庁境

磁３域ご

施設プ陶第間

及おス器項政み

設にラ

規部策

びいチくに策対

処ク、定環課

第てッず
ムる生

号理類ゴす境

８

課

規る廃く申活

にす、

等

す業、書

定産油ず請

及
る廃廃

月び ３施

二清 丁設

十掃 目の

五種に

日類
５律

、法

４る

地す

番関

火

行
施

曜令

機ガして位ー

当ス、、面が

射当口以

該銃発発積銃

んのし弾たの上

が用射

の前有

具弾た丸り直を

を合有エです

空丸場の

る 気

も 銃装にすネ

の 又ておるル

能はんい単ギ

構能の成おるれ

第類

木

７海

で第北

ま）の ）号

事容

着第知

到条道内 に
よ第堀

る項

す１

が住上

出の指

提号

う４

見幌

び係で所の札

及関

曜有るび地市

土をき並

る産ら央

日す。にか中

は廃意北

除者業の区

を

北物を西

。、棄見３

く

す北

道理述

海処記７

）

アの午午

事設る海

知施

９９

プ物ル縦前前

廃棄
ス種リの時時

ラのカ覧

汚所らら

チ類、場かか

、時後後

ク泥、午午

ッ

酸及時時

の廃間５５

類
焼
却、び

設ラ間まま

施ガ期分分

スでで

日

和
昭

第
令

政
年

健をそとる

条
７

第
）
号

め

又青全害れ認た

造が
育るあら

は少なすがめ
３

機年

る定の

す規達定

の
請

申

２

。
とよ由

こに也理

非 請た款 定
申特代主定

こ道

利事記 営 のるに 表

活置。狩

生設と石

にの

１

環場支

定

成申特代主定

平

請た款
事記 ６営 のるに 表 年非

款ブあ第

コ
、
ず
く

月利

北

特のシっ 海

定変会て条 道

非更には第 告

営あ役２ 示

利ふっ員項 第

活れてにの

ー
ト

動あは関規

に
号

５
第

ル
）
注

く実と平
日

月
年

た
っ

あ

協問族、現を成

のを遺

力わの福を目

載 者 あ

にず意祉目的年

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

平コ平北

日称名地的

名

会

な考成ブ岡海本

かを

シ道 時え

載 者 あ

をる年会康帯は

活務 っ
人のれ 法 たの所さ 日動

的

名在目 月の氏所た 年

解

平ふ柏北理

日称名地

あ道のを

成れ野海こ

年い俊石法深

促い目す定 号

に変よ

あ進広的るに

に
新・関更り

る法場
んるの告

聞平たす）公

ぽ変認す

紙成

５

の及の。

枚年ぽ更証る

ら特請

上律はび申

以法
あ非あ

貫７に定が

を第

通号

丸のお

弾も、

てるは
と

せ該

さ当

射そ

発よ

をお

しす月

よ深思の指と５

りいを精

、敬大神たる

にの動

地愛切に活。日

営と行

全念、っを

域の
を地、

の持利りい

体を
一社益

儀て第域公

葬っ
目に増

切しの会の

一接

夫広、
関故標根進

に、

稲度

ちと月市高

持こ５

町技

共目日田な

、を９

域す２と

地と西術

に的

番な

生。７富

でる線豊

に有

めを

た験

る地経

き

場市は、

５広子狩人め

た川地い

２・花、互

月

激

ぽ４の刺

ん南域に

日

あ

海の５とし

北ぽ条人
、

知ら目交い

道は丁の
流 事

っ

し、

堀地通び

番を学

の

る第て利た

す）っ営
は活 力
相第定に、

に条特動で

す項営る条

当３非係同

も規活業５

るの利事第

をにに変に

の定動の項

うりる、い

いよ係更お

が
。、事留て

丸
弾

の
用
銃
具

ん

一で

七、

四

寄

し人とざに

ね
む
お

お

す

人るるた与

てあすし
こ

宗はと儀る

種いこ葬

な会

要る

必す
教ごなの

障し
て楽

て互

だ相

手員

の豊

也へ心
者、

達害み 育す

のの体用

次業萌準

り、会同

お更協る

と変
定コに法 メ

３
ら

か
口

銃



ま 式 ズ
アク斉株ぬそコ

会らス ・藤

平

薬の プ

成 いモ 社 ラ

十 局春は ザ

四

ろス 歯

年 浪た 科光

六 ク

北 海

山 標
み中なよ自村木遠

ざ歯 歯 津か村 り由 や矢

丘 ど歯歯 わ科 科 こもヶ

ク科科 歯歯真 クもク

と
科科 リ狩 リリ
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別会業

名たな江社事音
子 木祉会

称か大福協威

科府 人内 又さ眼法岩 に

海 リ 眼診 北院 はかク病

第

さ 北

生せ 海

る平 道

機成

活
告保
関 示護
を年 第

次６

法
の月 昭
と 号和
お日

号

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

堂

月

薬 花薬 リ薬薬

二 ニ

十 ッ店局局局局

五
日

路小別

標プ釧同苫江同

市向大

郡ザ市牧市

津ラ
中２浪桜

火 花ヶ字ヶ麻

津７岡沼丘中

標

曜 町 町丁４ノ

医 診 ニニ
東目丁端－２

院ク

ッ療 ッッ 医医 ニ医

千虻上釧

クク院院院所

津小別歳田川路

網標苫

釧

郡郡牧市市郡郡郡

走

狩水路

美中市北自真清

条ヶ村町町

幌標字４由

町ノ西丘字南遠

町津沼

ニ

元東端３３真１矢

字

院ク会所

社 ッ

療 道 氏医

内川

所苫美江岩中

名科

音 在
牧市市郡郡

小唄別

子

字通ヶ内威

市大向岩
字府 地沼西丘町

ノ１
端条の高村

た
第し

律定
法指

年り
。

きポす第

でス与）
号

るーる
を規

境のとの

環ツこ条

た 人のれ 法の所さ
づ普

称名地的

名在目

の氏所

体道の

萌田海こ

留山北

会市は

協允萌人

育留法

日 ８番 ７６目

条番４

１６地 北番番
同同同同

・
ズ
ア

目
丁号

丁丁狩条南
同同

町

３１ 目目 ７条
番北７３番丁丁 －
－番地目目
１

地６
１丁８５

地２

の目号番－

２
同同同同同同同

２
地
番

台字
同

南

音 又２

威 －

番 丁
目子

北１府 ２ は
海－

番 住 道
事地 知

定成
指平同同同同

堀
所

とよ

りに的に

く及目定

めてる、

進けすり

をむ
の活扶

他生療

、の。医
め

ー会た

ポ社の

ス・助
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体の医

団境の

ツ環

目軽
丁気
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町民
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ツ
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２に
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楽
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扶平

ふア

道
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た年 じ第

め６ 薬法
の月 局

ー
知テ

音木空ス篠つコ

広ョ
部シ

威村原がス 中
連
域ン 子歯歯やモ

達年
月 也
日

真

伊元社別務社業医科

会法狩 沢会養室会協療

産祉老祉岩人診

福護福

友所 婦

法人法内仁療 木

療

札ー北院会

人ホ人病

寄当

携に担

連成を

と形

と

、
し

北

生お名医 海

り平 道

届成

療 活
告法 称 保
出 示人 護
が年 第

あ６社 又 法
っ月団

イ イ
有ハア興

が
と
こ
む

薬 社薬中

ン 会ン
レ部 限

昭
施 号 薬和

岩術日
す
律 局店当

法担 内年を
る
第

根岩施
関 第

市郡機 ）

室内術 号

明岩
治内を

合 府科科すス
町町次 条

局局

看
問 医医医薬薬

訪

番上空雨帯江

院院護院
市市

川地川知竜広別

中

郡郡郡 郡

井竜２麻

音清奈北東大

海

人

子町江町条中

威水

社之

厚聖道日 科医幌ム
医事歯

会園会出 医生芳

内田

岩美北岩虻
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沢市島郡郡

見唄広

町村
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市大市

昭
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第
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所釧
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国

じ岩 松

央 ふ局 局
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紋

局店店局

枝 薬内薬 ヶ
市郡郡

室達内別

根伊岩
町

ヶヶ内部

松松岩興

市

高と お

１字の に

枝枝町

り て

目台お い

丁
２

指 準
た る
し す ５ ８定 用 － －

一 。 同

七 法

五 第

同同

の
条

字和８２

府南町字南町

字条奈２丁番

村１

音３井－目

威丁江４
番 子目
番地 府地

同同同同同同

栄真

西１里字字

８条

狩 丁南番 目２
丁番 地番

４地

－
２１

－目地

同同同同同

規

目 の

又丁 ２

１ の

は
海 り

北号 よ住２ に

番 定

届平 医

事 定

知 指

道所 、
機

堀成 療

栄興

町町字字

出

３

部 丁－
目番
地番 番３

２
地

規
定
に

、

同同り
よ

同同同同

止
廃同

関
等の

か達

同同

の容止

也休 次

内 ら
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同同同一中

別津瀬
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地般山
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北 海
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姉太同同同三同同
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東陽東

め地
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同同同同か農同

伏和世

地ん免

畑

第

第 北

地 次 海 片

平 の 道

と成区 条 告

平の お 示

り年名 ２ 第

道６ 第
３ 営月 整

項事 土 号

地日 の

号

称谷
名大

平

鍼 成又 十灸 四
は 年治 六

総

開整域

合道地

総農間

整合

発備

備過農

客農疎地
幹災

土用農暗区農基防

ょ整））

）地地き画道

造造

用

）））業

成成）理農

備
備整

整合
等総

池帯
用

道き

排農農暗土農農暗

改用）ょ

水業道き層業

設用）良用）

施用）ょ

］））

備水水

整排）排

備

合排整

総い道

帯が農

備
整水

一

骨

］
型

成
育

手
い］

担般

業 業よ 院事に 良定 改規
をす 川事告 上工公 のり

町し

水了の 。 清完る 郡
通の

本た

月療 氏

二
十名院

五
日

七 在
郡

田
所亀

火

地町
飯

曜

同同同同
）

水
排

用

川
大

同同同同 同同同同同同同同

業道画き層

農農区暗土
）

用理）良

用）整ょ改

同同同同同同

）
水
排）

成
平同

北

１地

目土種 丁、

２で

知類

法道

１良海

－改

堀完

和
昭事

律年 同法

了 年

日

目
丁 又１

は 北－

海
定成

指平

堀
所
事
知
住 道

立高

次じ道一

アイウア

等身農等 般 の高。高心

学 べを学と業学

等 す）

て平校も大校 入

４５

農識農推

教次な知応

的

薦 育の育業、業募

代教
行国術農資

農をの技・

及う際及村入 目業

１２３ 北

平 海

成平募修募 道

成 告

集業集 年 示

度年 第

北６学年人

海月

第達月
日
也 号
）

園

古
雲

同同同同紫豊若

津田

達年
月 也
日

にに学校を

校

別
同幌同

の成
お健校卒 学 要

な成し

校 件年け康養業

該月学北課た

教 に３る

を若

法 当に習海程者

育
す卒成道
の業く

昭 る業績内卒し

で込評農後は

和 者見概

北成 年 出みが家、平

法 身の
律 高者段農海

能域

標び。化び地格校

を術のリ

村技力の

農、
度ー

う高得ダ

担の修ー

農にさ

た等ふ

れ化に

優
継しい

後応し

業対わ

科限員 道 号

る

農
立日
業畜２

学経）
人 大産年。

及

推 成科

ち 養学

う 校営

学作

校 の畑

入 程び

薦 課

め害

同同同同た災同

に

整
等旧
池復

業
備農

水設
排施

用用

土き用設

ほ客暗農施）

山
同中同

整）ょ地整

場

備
整

合
総
域

地
間

業道
農農

３ 第 等階業道年

農用）

学以法内

校上人で月

成農卒 ） 長の構就に 号

る見 定 推員す業 に が者

とみ る
す含こ込 め 薦を

確者 等
者。がの 高

るむ
なは 校
す子実又 学

と）

者た指

。・者こ を
る弟

養

成的の

養代力

の近導

営

と経

的業

目農成

をな
に

のの

次う

、行

てを

し

募 次経る を芸よ 生園

目

北員 お科人 と学集 の営

す知全 集道、 募海は り

改備

お

堀お
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る事体
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）
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保

）良］

備）

水
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用用

同同同同同

）
全）

保

一
七
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。
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同同同
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でと

度

に高
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同
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割

達７
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実
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続校お

ウ受入な

７
験

平 票 そ推を願、

成

の 高薦し書６

十 等の入た等の

四 交 学校者を

年 校他のと付受の

六 調出し理ウ

北 海

アイ

一

返以の前卒 般 ルも受提
期書 入 信上）述業 付出

証 用

校間類の明 封
筒セ推書

道 公 報

受卒高写×健。高

ルと

３学

康 真 験業等横）等

診 票見学

断 出 込校セ校

願 指み調ン長

第

志すアイ

出

身 薦 者こ受提則

願る推
。校と上 付出 はと入」
う書

次願い調 期書 入 、
よ。

に校間類書

号

有
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上志
イ出

６
続

をもる

力とす手

学身
す健

有に者

月 査願てしに

二 書手、た該

十 又続一と当

五 はを般きす

日

終た校、場

最し入はる

校は験験に

学者試受合

成、を票は

火

証願験試再

績出受を、

曜

書にる日、

明時す験度

ン薦又

てメ成校卒

あチ平入は
の業 先ー

明ル９出込

をト年提見
類証

記未月書み

し満

書

、、日の明

横

金、

円

査チの

書

ンか、 切
セ）

前 定証
書ー薦

出 ３ の明書メ推

にル前 月 紙ト書 願 か 用

以

月 に る定 か 内 よ）指 １

。紙 内 帽 と用 以 無 この
る 師
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半

別

入平海別則

り北）規

立第記

校成道記

願
等９業号２

書年農１第

北９学式様

を月大様号

道管よに

海日校に式

農）規こる

立月理るよ
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とで

る康

業か則とこ

農
め立
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事北
知

養
校

学
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者業
た

日
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志に
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とるで願
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り願送

よ
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は
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ル月

定で

セ 形
ン消

チ印 縦
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指
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１２３４

手
願
出。

のる

集業集修

成
平募修募研

ル１ チ

月
６学年人目

年

トの
満 ー
未通 メ

北

平 海

成 道 郵部セ

告 便農入なン
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、

海海

北北

びび

及

も
と

と
る

す
表

発
を

果
結

り

す

也と
割

達７
ね

む

に

業た

農。 け

庁と 付

支こ

振縦

興

る
は
又 。

、

市市

幌幌

札札

道道

） 通
に

者
願
志



６

。高心

推次じ

応アイウ
と

等 す）等身 薦 募の高
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ズ物ワ産 年設野菜論リ

芸農ム診ー学 ゼ園菜園
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るき

び出で

及しが
般
一

、
り

よ
に

と。
こる

るンか 師切
よセ） 医円

を

がこチら 手

発とメ

し）ト り 行。ー日 は

ま た も以） け たル月 付

で 定 の上

でセ 形
ン消 指
のチ印 縦 定

半 則とこ

上 規こる

メ有

身 。と

撮 和）

を 昭）。

影

規の 道も 海た 北

し 年
第縦 則

大ら

。を業か

るス農）

修
了学

、長

後校日
で

道出ま

海提）

北に火

でる

内す

年

農。有

作と印

稲こ消

業

農卒

就に

に月

業３

農
こ込

る見

す

一とみ

七がの

八

校
入

者こ

なは

実又

確者

手
願

出
の チ に

ト） ン 紙

ー効 セ 用
部部未通 メ よ

１１ル１

こト）
満 ー る

１１１１２ チ

。ン

号セ

下部部部部部葉 メ

以１

ー

る
す
農

就
に）

業効

規ト 以
等
同

と
ら

れ



平募修募教本

１２３４
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年生号西こ
美。 費

里 万等
円は－

１

度個－地

程、４番

と人

） す負
。と最

る担番、
の

。る線り

）す内寄

々果農

前結立

のの道

。

校

で表学

ま発大

日を業

も

者と

願と

志る）

にす

す志

付、

送に

に

日

たび け及 付、 りエ 貼、

のの も類 の書 形の 定カ

筆る

達２係

免
を
出 ）提

つ町

也に市
北

道

２

海
道路
告法 作作作作

示 業業業業

第昭 地種期地

和 域類間域

指

縦を
林 た
。 け安

１ 北

国 海

平 号 道

成作作 ） 土
告

業業 第 地
示理

年種期 第

６類間 条 院
第 長

月

支
農 は庁 又
業

解場保た解え
備

１２３

除所安目置

定とのて

除 予林的次い

願

安て」覧 の 保し図縦

定

通
に

。者

る

北

森を 海

解平 道

除成

林 庁

告法 次経

す 示 の済

る年 第

予６

昭 と次部

和 おの林

定月

。
る

部す

１除
り図務

に
の 林伐

木 森間
村立
ウ

備係伐 整

号

別本成歳

法 愛基平千

年

市

律
第 町測

、量年、

標８大
町） 津航月野号

町空
磁日、第

気か七
、１

量９町第

測ら飯条

２ か

）月

号ら
規 次本成 の 、日基平 項
の測

お５ に と量年 定
る り一月 よ
基等

ら が 測気か 知 本磁日 通
た）月 っ の量７ あ 量測

の定、供 理

林指はに

実

。

在れ由略る

所さ省す

道の

標て風農そ
、）

し
地面

郡のの用図

津次害

す北

標に備とを

中図防

町する海

津示

で 号年 と」課

るびびる
法 す及及あ日

第 。阿。
律

次寒
の町

りに第

お場） と役号

」備

採

省い２

、置の

はえ条

は度

で林限

画森の

計る
お

準と
標の
る次
め、

定

項

上る
以す
齢と

期り
伐

南

に

で町定

ま部規

日茅の
路

、道

町、

部り

鹿よ

、

６

森を

、域

町区

原の

砂

た
し

了で 終ま が日 施。
法

事 量

知 測

道 、

海 旨

北
堀

室

開分め根

字部た道

昭

限支

陽に
る庁

海・部

北６）済

の。経
林 道

務 知
堀び

９及

事の課

覧項

し縦２

略て第

以中

図す定

の供規

そにの

、

、

び）り

及。よ

面るに

。

をう

類よ

書の

係次

関

。
る

す
と

の
も

の

一
八
〇

町り

雲お

八と

、の

町次 和

変

２津

上標

第

也 律
法

達 年

いに

也つ場

に役

達筆町

路の

釧林

道安

海保

北に

支指



北

道
道

海

路
告法

平 示

成 第昭

十 和

四
年 号年

六

北 海

平道路道区石石

１２３

の線の市市

成路路狩狩

類名域川川

年種区花花

月東東

６
日道花番番

道 公 報

更の 北

道しそ日 海

、のか 道

同関ら

路
告

条係２

法
示

第図週 第

２面間

昭
和
項は、

の、一 号

規北般

年

第

のイ 川 路別

道路旭江

２

線

名ー 川 線タ

路線深ン

区
、名線

号

。関路

たの道

しそ
更１

北道

、
は

面類

図種

係の

法

月 律

二 第

十
五

号日

第
）

第

前後条

火

項
１

曜

の

道畔９
で

線かま

幌先先

札地地

前別
更の前

変後
間ら

敷

江江に道縦

律定海の

法

別別よ建覧

第

市市り設に

路道す ） 元元道部供 号

幌幌の路る 第

野野

供整。

用備 条

８２開及 １

番番を課 第

先先す北 の

地地始び 項

川別別

及区深深江江

域

一元元

縦市市市市

び川
町幌幌

場已已野野

覧一

所町
字字
一一

８７

已已番番
地地

部
設

建
道

海道

番番先先

規

次
び

及
課

備
整

路
道

日

定

らでらで

よ かまかま

に
路

道
、
り

の
区
域

の
次

を

地
の

延 道
海

北員らで
かま 幅

知
事

定

かまる海 規

国重

堀長

土 り

幌 よ

札 に

らで。道

区

後所 の

業 路

現 道

木 、

置 次

え を

備 域

に
い の

先ま
地先らで

１地かま

の前後前

変後
間ら

かで

前別
更

敷

置
え
備
に

所
場

覧
縦

の

地

変
り

お
と

示
告
、
て
い

第
示
告
道
海
北 ３

の間

也と区
等複

達道

１

道路道区帯ら－

１２
の線の市広地

路路広帯

名域松空ま

種区基市先

町港で

類

て と
変示 らで告 り かま、 お

更の

しそ日

、のか平

同関ら成

条係２
、月

２面間６

第図週年

項は

の

でらで

かまかまかま 幅
員らでら

延

間平
週
２

ら
か
日
の

国
長 、成
一

縦月
の６
般年

号

南

道八－町
２南

前後後

道千１

代地

帯先線

広間か

前別
更の前

変後

線

の、一

に道縦

定海の

規北般日
す

道部供

り設に

よ建覧

用備
供整。

の路る

路道

複
重
の
と
等
道

開及
を課

覧札
道

海

縦北同

間
区

覧
。

る
す
供
に日

でらでらで

まかまかま

一
八
一

敷
地
の

海
北

員らでら

かまか 幅

道延

知
事

。道
る海
す北

始び

堀長

え
備
に

所
業

現
木

土
広

帯

海
北所所

業
現

場木
土
幌

等複

達道
国重

堀
事

知
道

告
、
て

い
置

の間

也と区 也
達

示



北

昭そ

５

海

和の平 道

関成

公３

告 有項

年係 示 水の

北図年 第

海面６

面市
埋町

道は月 立村

告、 号 法名
第示北日

北 海

４
及

日
月

年
許 面

免

５６７８９

道 公 報

１２３４

区

第

１２３

ん
ゅゅ氏住代位

しし埋

又者 認認 功立 功名表 ん
受 の区 はの を 可可

号

水に成

有て平

公立
埋

平面関
成埋す年
十立る６
四法工月
年事

六

第海

大の日

道 条

室
土

蘭 号 第

定 間業 予 呂現 川 佐木 河
置 定え 指備 のに 地 町所

び

）

地地地番

のののののの

点点点点点積号

地地地

平

点
４５６７８９

成 のののののの

９ 地地地地地地

年 点点点点点点

８

ららら月

かかかかかか

ららら

方方方方方方

ののの
向向向向向向日

域点点点点

地地地地

の

のの

次地地漁漁１２３

原地地地

の点系港港の

よ点点点点点

１とに原

の
地のるかかかか
方方

点地測北らららら

向向向向

か点量緯方方

らをの

所名域置

た 月

名氏 け 年

海呂

平北札北常

日者称
道市道郡

成海幌
区間

６央事呂

年中知佐

北堀町

月
日３字

月正し

二ゅ

十年ん

五法功

日

可
第認

律を
）た

号し

火第。

曜

を覧 部縦 一て のい

第
条

知 よす道 の供海 次に北

る
す
正堀 改

に。事 うる

河

角角角角角角
度川
第 度度度度度
分 分分分分分
秒号

のののの指 秒秒秒秒秒
向 方方方方方方令 のの
向向向向向

結成度角角角角

のん果

度度度度 地だを分

点線使
よ）分分分分 まに用秒

で
順て経秒秒秒秒 をっ東
のののの

方方方方 次囲
結れ度向向向向 にま
んた分 だ区

６也士

西達武

条富
線域

丁

事の 知先 道地 海番 北目

面
水 堀有

公

日

次
、
り
よ
に

定
規

の
項

１

也
達 。 り

お
と
の

北 ４５

海
道 免公３

告 許 面有項

示 年水の

第

月
面市
埋町

地 のののの のの

日立村

点点点 点点 地地地地 地

のの

点

）の地地 及の 秒
点 １本点 地点点 び日地

３

の測
者

立 名表

氏住代位区

埋

の１２

也
達

又

北

公埋 海

有立平しし 道

水て成ゅ 告

ん
ゅ

面に 示ん

埋関年功 第

立す６認 功
認 法る月可

か

表図図
項号

面
水
有
公

二欄第

２のら

の面
級中
河号

川及図

号

第
及法名

び のの

神

点点積号第

地地条 番
平
成恵 のの

７内 地地

年村 点点

７

らら月

かか

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地
のののののの

７地地地地地地 度 秒

点点点点点点

かかかかかか 分 、

らららららら

区 はの

秒 ＝

所名域置域点
地

名氏の

の点

北札北古次地赤

称

と
石 海幌海宇

漁 道市道郡

央事恵地の
港 中知神の

根 区内点地
図

を 可 工 号

月

正のけ 年

大事日受 の

した

を平

律功
法ん

年ゅ日者

認成

第
号可

。月

第た６

）し年

」

真第で

厚びま

川

る

位かめ

項図改

の号に

の第。

置ら
欄
図
中号

郷で
本ま

方方

砂

角角
向向日

防
第 度 度
分分

号

向 向方 方令 の の指 秒 秒

向向 の －方方方方方方

向向向向 方角角角角角角 向

度 度度度度度
分 分分分分分 の

秒

点の 秒秒秒秒秒 ＝地
ののののの 方 方方方方方 向 向向向向向

３大らと
点 北堀村か点
を
１

条字

也石地ん
北 西達赤の結

丁村点だ
緯 ６

赤でに
度 目字ま線

順っ
分 石をよ

に囲秒 番次て
４

先んれ

地結ま

条
に海

定北

規
の
項
１

第日

と
の堀

次
、事

り知

よ道

東
びを

及」
」第

和、
を
号
本図

一郷か

八、ら

二東第
和
び図
及号

点 点地 地の の

）
かの

点地 方

のののの地の ら

点点点点点 向

地地地地

公線区経 のだた東
角

有及域

水び度

面

面
水也

有
公達

り
お

の分

、第
にび

」及
内で

幌ま
同



指指道道道

１２３４５

成
平

平 定路路路

成 年定

十 年ののの ６

四 月

年 番
月位幅延六 日

北 海

の 北

建位そ 海

置の

２

道

を関

築 売

胆

指係

基 り

振

定図

準 さ

支

し書

法 ば

庁 き

たは 告

。、

昭 人

示

虻

和 の

第 項

道 公 報

定 北

昭）

３

海

の平 道和 縦

一成 告 縦覧

部 示年 覧場

を年 第

次６

北 に所

海 供

の月 道 す

よ 号告 る北
都海う日

第

１２

成市市線

）平都都種幹

計計街

北
海
建６のを

道年画画別路

設月種定
類め名 部
都日る

号

す 市にお
出 都定な

規提

、係
こ 画り関

る 計よ、
が 都市

と 法
画のき 和計村で 昭市町

月
二 号日置員長

十
五
日 胆平虻

建成田
郡 指
６田

第年虻

火

字

－月町

１

曜

爺

号日洞

田 ６

町

年 株

号 式支

札え

第 社備

律 会に

法

幌置

号 庁

の、 第

行て ）

銀い

事一

第

項般 条

告

縦 １

中の

計建改
第 市道に

示

画設正

変都る
号 の部す

道 案画海 の計北 更市。

旭証 おび入 と及収 の課

の ）川紙 り

市土
区山

画路の永

計道地号

。
る称通

す前

と域駅

課

起旭条
川
永目

市丁

る

更及そ 法変民。 年の住
案利提 第のびの 律
を害出

、 第
の係は ）

次関先 号
と人
おは札

覧 ２市 告縦 第

幌 り、 条

中 示

日

道町

海泉

北温
湖

胆
振－

支
長、 庁
小－

林、

供 ５

に 第

同覧 項

示

に

達定

伊。 規

る の

す 号
の

削次

を、

」り

店よ

支

建り 市売 都元 市

。と

る

人

都道 き

部海 ば 築北 さ

課堀 売

画び

計事 及

市知

北終旭条

点２
山

ば
さ

り

海川
点１

事山

知永目

道市丁

主旭条

堀

区 日間 に央 の期 項

な川

了 て３ ら満 い北 かの お

６ 間日 用西 週の 準条 ２
に 同目

一で る丁 、ま す
の、 法
般

便

縦知 第郵

覧事
にに 条番

照－

和

免の

路
道

り
お

券

税種

指

也 の
人

達 き

証類券券

成成

開の平平

次、

３で

発軽

許油
月月

年取３６

可引年年

月税

１

也山 過
永目 経 達市丁

開れ開所

都は
事１２

地

計完成発る発及

市、平

区地許び 画了

のを名

法し年域域可氏

た６又

１
供意 第号

。月は名受

す見
る書 項
の。を－

北 ６

道
海

申

十 請

勝 者

支 の

庁 住

告 所

業
農

記番
号
及
び号

枚数

業業 業種農農

有
効

日免

番に降

び証以

及税日日

支

平はし
てと

い効

号つ無

庁

免。

成、た

工称け

昭

月油

２軽

年税

和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

中２帯株
市会 ）

川番広式 号

郡
本、西社 第

福 別２
町番条原 条

示 及

第 び

８ 氏

号

田
虻社

郡会
田式

虻株
名

字後
町越

町町

形形形形

月月月月

協農業協

農北農農

町町

一 給場協給八 油番同油三

地合

所外組所

期
間

形形

免売地月月月月月

町町町町

業 税）形形形

び北農農北農

者 証及町

住 記氏農業協農業 の に

番同 所
載名場協給場協

さ番同油

れ名外組所外組

販在）

た称地合地合 所

公

者海

十用北

使

日同

１共

建

告

亡知

第ら空

指か道

し庁

－失支

北 第

届
の佐

旨

号た長

南
丁２丁表 項

１、１代 １

締 規

海目番目取 の

北
道２
２地 に

十番、番役 定

勝

原 る

振、番福 よ

支２
２朋 の

庁番、 次

長

発

、番治 開

尾２

温ー
湖パ
爺デ

洞屋

番 行

代
町

泉ト

北空

後
越

役
締

地取
番表

北

庁道庁

支支 海 知知

空

税庁海海 知

免交支北空 が
出藤

証付名道庁道

支

為

の
た隆

っ
あ

山

る

番 す

篤２ 関

、 に

治

進

工、



３４

約海海札

次資契北北入

をが条道道執

の平格道
有行項美立行

い成
ず

業場

れ年すうを唄林の

す光試所

に北る指示市

と競場珠験及

も海こ名

該道

北 海

１２
に

札調デ調納納札

入入

をタを入入参

に達ー達
る期場す

すすロす加

付

所者

事物ー物る

るるガ

項品組品日

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成 立

お 林

り年 業

一６ 券試

般月 験

競 場

争日 告

第

券券

号

平
成券 十
四
年
六

総日

当告。争所内場び

る第札東務時

す示入町

に山部 こ

る課

。及す務

と号関総

を係

成名計

平指会

び

のみのに

海さ

北止

年停

称み様平北要

名込仕必
道資

及転等成海な

び倒
量ス入８林

数マ年立格
試

雨札月業

量説
よ

サに
ン書場

セ明日験

北ー

入 示

札 第 道

１

立以 号

下

林

業入 農

業

」
札

試と
い 験う
。 場

６

業業

農農

月
二
十
五
日

業
農

火

曜

９い

第な

示い

告て

道れ

物
る
す
定
規。

にと

号こ

点

立３

道か

海ほる

の
品

）

橋
本

長
場
験
試

業
林

告

形形実 月月を

示

。 業協る 農農す 町町施

空
合
組所
同油
協給

形形形

月月月月月月月

町町町町町町

形形形形

協農

北農農北農農北

町

給場協給場

農業協農業

外

番同油番同油番

場協
合地合地

外組所外組所

北空北空北

地

日

農

町町町

形形形

月月月
同油

場協給

農業協

北農

入
購

北空

地合
外組所

番

の
等

額て

開に入る捨

そ号ア

の札 げ金をた

札掲札落
等算額

時決 る額加金 の

人
正

入

９

札提提

財を契要入入

格

出

規っ書参参

務も約札

入成申希

則て作加加出

庁
支
知

札の込望期場

第

６７８

交交便便札

う入郵郵落

にびの

）説等及者

。札
書よ電決

第明付付

の場方る報定

道庁道

支支 海海海 知知

５

道庁
入保第

開開入以証入

札金札 札
保 札札にを保条 下

日加付金７ 消 参納証の

道庁
支 海知

場

し）

に定 場日

札札

入入

当 他及係たを

おに 札に
消額っ

てた びる金も

い
２て 北の費て

、っ こ
等該札

には 海公税当落

入 立にの金価

規、 道告

にと

す札 林定取額格

定

試るい１す

る書 業め扱

未の

格記 験入円る

資に

を載 場札

要書者
提、 第有否のは限所 条
入に平北 項な出次 １効

道 規札よ成海 の
にり

る定７唄 に
限所年美 定

）入３光 り
。の月市 よ

条

た参内 め
し札日珠 定

所法札よ法 か交入に方

関入 第にる ら付

札 す北北
道道場認

条る海海のは

でな

で項美立所め

ま事

付。

定市業交い

の唄林
内場る

る珠験す

め光試

納び 税 しすの及 証費

と

うこ付北 等 所時金よる

す。免道 と ととの海 」
者、務 う ににる除財 い

則 ） じじは納規 。 同同

当 そ方

相 。。、付

を 者等和 額 の法昭

含 のは

海海成

北北平

所時

道道
８

市業月

唄林７

美立年

内場
珠験日

光試

務関の、

有さ 総に満で
数札

なた 部す端入

しれ

者額 務条が参

い金 総る

会にる者

のに 課件あ加
き、 た該 計違とは し当

費 札額 しは消 入金 係反
入そ税 、の た、

財札の等

者加午町 た

は端に 分 務

落込５山 定
を申後東 予

で の
者をま 格

札書時 価

る の
るす 限

す出 制
と提

。

あ
で

。 内

と 囲

こ 範
。

総

に山部

ろ東務

こ町総 、年

係
計

会

。課

る務

よ

） も方海 。 積地北 む 見
た治規 の っ自道

契法則

の
約施第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

山午

東）

町月

及年財 る

前
時

一
八
四

無金る ５ 則、数係 の 規
効額課 に 第

相 とを税

各るすり業

す切事 条当

政務 額

価
の

低
最

て
っ

。

の
方第則 上
地令規 以
び

」 消
税札）い

費号と 入



１ッ

ウエ

平 交台除交クロ交

成 換 換換 雪１ー

十 ト台タ契 契契

四 ラリ 級約 約約

年 除 、に にに ッ

六 雪 よ ク

北 海

１

）手除

札調級相

入アイ

換を をー方雪 に達ロ交
リらラ

契契 すタかト 付

にの 物除調ッ

す約約 る

相 品雪達ク る

道 公 報

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 留

おこ用 萌

りのを年 土

一入受６ 木

般札け月 現

競にる 業

争係。日 所

第

のの細

契こここ詳

アイ

、

に入公入は

約名所の

す及のの入 在 関札告札

地契容行説

るび内執札

事称

号

札あ

で金落で

者る者
イ

か入とか

るを者る

あ額

よ よ 税書っ申

免札なを

級月 、り りり車 ×

二 ロ 除除 、十 × 級ー 雪雪

五 ・、、タ トト

日 ララリ

ッッ × ・・除

ク ク、雪

１付 １

）１ ・） 台台 付級車

火 を ）台 を付当曜 級 当）該 ダ 該 級１
契

り手 等車す 事よ

）台

ロ方 項のる
。級 ーに 名

、 タ供 称

し 及リ
、 び× 除
ロ 数、 雪
ー 量車

リ 級１・ タ

・ 除 ）台
雪 北２車 海

入る

台

告

札調 示 道

達 第

留以は １

下、 号 萌
土入

札年 木

と月
」４

現

い

業

。マ
う日

所

をを予、書

務約はは明
開よ

担北郵電中定公に

すあする

当海便話止で

号号るりる。

す道番番

組林こ、。

る立

と変 織業

が更 の試－
－有す 名験

３りる 称場

ると

及総－得こ

び務北

はる

業記者出

事にたし

ある落と

です、こ

者載
を。定

かと決

るこ札。

見に

、か

ずや

わ速

問後

日 ン 契
の 契） １の プ 約 を級 約

の契 手 を 相 約を 台相 ）

手の か 約 方 相約 方 契 手
調手 調 相 ら 方相 ら の か
すに す 方 供達方 達 手 に

し 。。 供 、供 るる に し
付

、 雪、

し 除

２ 道

） 萌

台 級 留）

及 土１

び 木台

ロ 現
業ー

所タ

長リ
除

台当 １ 楽を 車） 雪 上級

をケ
）ラ

告

実シ

示

れ
さ
。成
る作

すで
施ュ

。が

達
調
府
政
た

所部海

得

地務美内り

在総道有

会市る

課唄線

。 計光

も費

積消

山
東
町
内
係珠 金税

約課

契の

た等

っ税
者

の業

額事
で
る のあ 分

か

リ

ト ッタ

雪 ラー

除 トロ

４５

クラ
海海話札入

契北北電入
号行

条 査道道番執

約 審
行萌萌の札 項 を留留

場 を

喜該

っ市土

久契

雄約
の

者かアイウ

はの
ア査請 の、審申申申 条

ら申類 のかを書 請請 ５

３
る
す
関
に

当た当こ件こ

格しる条
の 有が該者該と付

を道

証般
入 す行物で調を一

る物明競
札 るう品あ達

２

こ指調

納札の平

アイウエ入次

留留留留にい成

萌萌萌萌参ず
に北

土土土土加れ年 入
木木木木す

す業

当事

相税

に免

車らを

雪か達

除ア調納

台にる

１エす入

所 示
と之現及 す－場 た住木

び 場
は所２所日所 － き江業

時 、丁企

結務海 内 査総北

審目画

留

果部道 線

を総

萌 申務

の ２のの

者管住

請課市

出 規時方 まし提 のウ請
れ ににけ期法先 定でな
平申け郵北 るめば よ定
とら成請れ便海 条るな

書ば番道 件こな

萌 一
ろい年類な号留 付
に。６のら

土 般よ月提な
出い－木 競り

入
、 と名達こ品し争
は

関者札
地 。競又とにた

自 入こしで参
方 争は。

と迅る資
治 札れ、あ加

との施 関同速こ格
法 に

令 るのア。審行 す等な

指類フ査

等サ和 を品ー昭 名似タ

停

該道 場現現現現るも海

所所に当告

業業業業者

所遠事遠羽必す示

所所
別業別幌要る第

出課出出なこ

所格。及

張張張資と号

台成

２１１１平
び

所所

台台台

期 つ物

年

い品
て等
はの限

、仕
そ様
れ等平

）ぞ成 級
れ
当の入年 を
入札

契札説月 該
と明

丁

知２

通係江

に財之 約

海
北

。
る目

す

一 道

八 留

五

現 争

庁
同

合
萌

、日先。

業 入２かの
７示北企 で
のら指所 札

よ道総 る
及月に海画 あ
び

日り留務 の

成市総 、
にま作萌部 で

之課 札
げし住務 入
掲で

２財 参
資申江管 に
るた

止にー

を書丁係 加
格請

・令 れるス政 さ係ビ年

い当メ第 て相
な数ン

ン以

こ納ナ。

いのテ号

績の

。実ス下

と入

北

あが」

が制令

等体政

定
規
に

号
９
第
示

告
道
海 相るに のす書日

物
る

す

達
調

ら
か。 方る 手。よ

し

土
萌
留

階
３

舎

。
る
す

と
る提 う
すを よ
有類目 整と

るうな

どし す
か出 をれ。

とさう

こ備い

る

入
購

の
品

明い第

証て）

資
の



約名所

れ者契

アイアイ

関

が費札あに

道消落で

在 換等とかす

交税者る

よ当っ申事

に相なをる

北 海

９

開に入

財て契要そ号

っ

金 書 規札 札掲札

約 務入
則のげ

効入に の 第時 有る額 作

に 成
な札係

入及る 条のお

道 公 報

７８

と入落
者 北ろ説

札 年こ札交交

の

道よ書の 付付 海に明
付定 場方 則。交

決 規る
第

第

６
入保

下札 札金

開開入以証入
保 にを

札

費 加付 保証 消 参納 札札

よる 証 場日の 税 しす
金

等

号

入

平
成

札 十
四
年日 六

者出を称地

り額たし務

、こ当

得含はる担

取を
るた落とす北郵北

すめ

番道

物額札。る海便海

定織留号留

品と決組道

価る後の萌萌

のす

土 格こ速名土

現

及とや称木－木

び。か及現

業 道にび業

こ費 １て 札び消 要 第い

の２ 限の税 項、 に否他

定規 。告の 規に る公等

よす し定扱 に定 ）に取
入 定資 者る りる ためい

有 札に たを 落札 め格 を

に方

し 者関 予

以る

。す

号関所法法

項海海話の

下事北北電

務留留号所

財道道番場

規萌萌で
交 則市土

付

と之現す － 」住木

る

と
付 」 うこ

納

－ い江業

免 い す。
の と 所時金と

者

除 う る

、 。

送同同、

納 ） 郵にには

。の

方 当 にじじそ

付 相

場の

は を る者

法 額 よ。

令 。 は積

政 む 合見

、 含

月
二時

十
五
日

現海成

木北平

業道
入萌７

所留年

火札土月

室木

曜現日

企北企

が消所所所

郵業

総

換税地画海画

交費在

部

引の務留務

に等総道
務

渡税総市総

き課部萌
管

物業課之課

す事務住
係

ので財町財

品者管江

はか目

格る丁

価あ係２

条 格い する 価な とす 定
限しに 制の 。件 の者 る

た 囲札し 範入反 のた違
規は 最務札 で財入 内、

う２所。

無 の則、 低

。丁企
務内 第総

）目画
線 部 条総 か務

管 第課 ら

財

平っ

第 ） 、も

で
ま
条係

の

成た
契条

及 ５

７金７ の

年約の 分

び に

月額

道 す

必費海 当

日消北 相
以
び務 額

）及財 る

着税
地規

日

時 よ画１ に企後 送所午

る総
務

郵
課 、務 は総 合部分 場

税

、免

） 号
係 番
財 便

管

ぞ業

れ事

そ

北

次

成

海 １

の 道

と

の年

教 北

お 育

り

の海

庁

一

ア道

留

般

の告

萌

効 価第

事示

と 格

の
。

も各る
す を条

北

平よ 海

成う平 道

に成 稚

年改 内

北正年 土

海す６ 木

道る月 現

る
め
定
の

．．

消の
方則 上

税札和

費昭 入
．

ここ詳

のの細

入入は

札札入

及に札

－
続び
手及
の語
約本
契日

競 教

争

項第

育

入

及９

局

札

び号

告 ２」道

示 のを教以 第 加

育下 ３ のえ

号 アる庁 の。入
留

項」

事札
萌 中と

教い

稚。 業

内日 所

土 告

木 示 道

現 第

稚業 ３

所 号 内告

土示
第 木２
号 現

びお説

契け明

約る書

は入に

、札よ

調執る

達行。

手は
続、
の公
停開
止で
等行

使貨
て通
い国
お本
に日

及
号語

番言
話る

電す
用

び
通

北平う －

育 海成。

局） 道
稚年を 告 内北実

示

。

現告る

木道す

土海施

所第
業示
長

の
鷲」

号

業特
定 所調
達 告

契

示約
に
係
る
入
札
の
公
告

がう
有。
り
得
る
。

貨
－

線
内

一
八
六

宏
に

田次
平

一び
及

）
次

を
部

一
の



者のアイウ

審 条は

平 のア査申申申

成

請請 ５かを請

十

のら申書

四

２のの ウ請類

年

のましの

六 な提

北 海

３

当こ当る件こ

資るあ条
の をが該と該こ付

格道

。般
入 有行調を調と一

物明物競
札 すう達証達

、 こ名品し品争
は る指
と競にたに入

道 公 報

２

成

納納札の平

アイ入次

北北にい

海海参ず
すに北

道道加れ年 入入

道 期場萌萌るも海

留留
高千者該

第

１

パパ達

札調調契

入アイ

付約 をーーーを に達パ
るナナナる

すソソソす
コ品 る期 物ルルル物

す
品ココ

号

、適成

おの平

な定
協

こ用
札け月

入受６

のを年

にる

規時方 で 係。日

月

定にけ出

二

に定れ期法先

十

よめば

五

るるな

日

請れ便 条とら平申け郵

書ば番 件こな成

ろい

のら 一に。年類な号 付
よ６

般火 り月提な
出い－ 競、 争曜 日先。

入のかの

し参
方 。争関者関札

地
治 札、あ、加

自 入しで
速こ求格
法 に迅る要資

様審行 すなと仕の施 関
指フ書査令 るア。

サ載和 をー記昭 名タに

停
止ーの

等望に当告

政 さビ要年

要る第

日所学高必す示

校等
学なこ

成格又

月平校資と号
は 日
限９成

を年平

度月
該海

当日北

に２年

ピピの間

等ンンン等 事

ー様

名ュュュ仕

項のピ
及タタタ等平範

称ーー

び成囲
内 数文
処札９、

量書入年で
ア

月用明２の

１理説月

調
る

た及かは

当）書日

、
は

達

北

月
４

年
マ道

日海

日

あび

７示北 で及

ら指 札

月に海

よ道 る

ま作萌 で掲

日り留 のに
札

し住 る 入

で成市 げ 、

町 を 参

申江 格 に

た之 資
る

類丁 す し

書２ 有 加

請

て・等令 れス件

を目 よ

いメを第

なン満
て以

こナし。

いテた号

のる

。スい下

とン

と

がを」

制と令

体こ政

）告

契月道

備明い

整証

に

延号

を９

間第

期示

約

物

とる

こす

る定

す規

長

一一びら平
りの

有品

が

の式式式要平成

り一
単求成
年 仕 価

書３月

）台台台様年８

×××

１１１に月
日 校校校よ
る日、

通業業での

普職職。ま

）））たは

科科科。イ

ュ留

シ庁

ケ育

ラ教

だ平

れ長

さ局

成育

作教

で萌

１ うか

達
調道

府
政中

た

な
し２ すう

出番 とど

提

るか
号ア

に入る捨税

をた業分 掲札落額て事

金 る額加金者の 札 げ金

た。

さしう
入等算額で

いで第

て者）

れ

８９

開

落北項当契要そ

１月
書 道札 規り

札約 海のた

時 に単 の作

財の 定の 者

。借

る貸

得賃

よ価の 務

６７

の

説

開開札札交交

入入入
金書 札札付付 証明

札保

し成

はの 保

予

５

の８
算年

教行
道執
海札入入

北入

夫

関
に昭

庁場
育の札札

４

る
す

を留
条 査道

約 審海
契北

額 っ市 を 行萌 項

をる相

に 札にし）あに

びる金もか当

当 及係た

税る

っ こ消額っ免す

た
て の費て
札業額

は 公税当落事金

にび金価者を

、 告及該

あ札

札 定地額格で入

入
消１する書

書 め方にと

記

記 入費円るかに

に る

決成 規に

載 札税未のを

い 定を 定の 則お り）
たっ否他

昭て めも 方要

２ 予て

和、 法

定 格
北規 価札

年に 定入

海
道す 有

当入

則資 月な

規る １効

を た札

第格

に
免付 証 場日場方 、交

るす

所時金す関所法

除
。る
事北北

同道道場

にに項海海の

。萌育で

じじ留教所

同

日 留所

住留付

市庁交

。

時
育日所時

教び
萌及場

１１

企
局

画北局

のの郵
送 － 会 総海
議 務道

ののに 室 課留

アイよ 萌

海 同 住平平場 北 合 市る

町

き江 場
と之 す
た住 示

１

北査目

審丁

、２

は所

育申
教を２

道果番

海結

さ に満で問載

留者
庁請

入ずる

れ 関以の、わす

金 る数札、こ

た す下端
参積。

額 条消がに見と

当 に税る加も

に 件費あ
該 違等とすっ

一 金 反」きるた

八 額 しとは者１

七

うそ、当 の たい、は月

入
札。の消た

は）端費り 分

単る

。し の限

号有 りに

者 ））

下い 価。

以な

限者 務し 制た 財の のし

」札 範落 則入 のを 規た

でと い財 内者 と、 囲札

江教る

之萌す

最す う務

総
目画

丁企
２局
町育。

庁 之成成合

２課
番務
１

は 道 舎 江

８８８ 育 ４ 町年年、 教

５ 留 ） 丁月月月 庁 階 ２

萌 目６６

送 番ま 教 郵 １日日日

））に 局 に ２火火で 育

前着 画 る 北午午必 企 よ

の 総 場 海前

合 道

知
教通
萌に

教時時こ 務

課
務
総

画。
企る

局す
育

金等契 ５

、の数税の の

金 相

効扱額に約 に

無取

の

す切る額 当

といを係

）低る 。規
。
るすり課

価第 第の。則

格

条 条

と 課 は

第１各

、 育
番 萌便 留） 郵 庁分。 ）

育号 教



協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成 教

おこ用 育

りのを年 庁

一入受６ 網

般札け月 走

競にる 教

争係。日 育

北 海

．

．．

道 公 報

． ．
．． こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

第

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

び 在 す続び及

。関手及

事お本契

るに日

号

者員

イ
平落での

成札あ一
十者る部
四とかに
年なを免
六

入る

っ申税

局

札調 告 道

達 示 教以は 第

育下、 １
号 庁入

網

」４
札年

走と月

教北 い
う日海 育。マ道

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

を称地て通は

務い国約

電す達

当用調

担使貨、
続

る海便話る手

す北郵
教号号語の

組道番番言

の育及停

織

び止 名庁

通等

貨が － 称企－

及画

有 － び総

月たし事

二者出業

十はる者

五、こが

日

き

決たと

札。る

落とい

後しは

定だ

火

や落共

速、、

曜

に者企

か札同

局

をケ育

）ラ教

告実シ庁

示

育

る作教

すで走

施ュ網

府
政清

た
れ長

さ局

。成
達
調原

所務り
得 在課北

る

萌線 留内 道。

地海
市
住

目
丁
２
町
江
之

日

費

税同消

費共体

消が業
の免

課体等

の業税

等企
者で業

業合事

事場税

税

書

るて出

あっ申

であ者

る
す夫

関志

に登

か、

るか
者の
ア査請 のは審申申申 条
かを書 請請 ５

件こ

のいで条

イウエア

該る付の

資道当る当あ

調と調こ一入

格が該こ

有う達を達と般札

を行

成

パ契札の平

入次

オア

ーにい

ソ参ず

ウエ

２
番
１

ナ加れ年 約 ソ

ー達ー

パ調納納パ

イ

免そを

ナすナ 入入 ソを

１
業成す

事構出

税の提
をソ に達ー

札調パ

入
ア

２のの ら申類 の すナ 付

規時方 まし提 のウ請の

に定け期法先 定でな出

申な郵北 るるば よめれ
ら成請け便海 条

とな平
書れ番道 件

こ
ろな

育 一
にい年類ば号教 付
よ。６のな

庁 般り月提ら

争、

す指物証物。競は

にしに入地

る名品明品

自

と争関た関札方

こ競

で、加治

。入し者し参
格施

に迅あ要資法

札、
すなこ仕の行

関速る求

フ。書査

るアと様審令

指

に北

をー記和

名タに昭

者該道 期 コるも海

ルす

ュ間必す示

ピに当告

ン
ー要る第

タなこ

平のす資と号

囲こは

文成範る格。又

書
理９でが成

処年内と平

用月平有

品ン 期場 コ物コ

ルるル
ー

ュの日所ュ

ピ等ピ

ン

等平

タ様タ

ー仕

北北

文成

書
理札９道道

処入年海海

物コ

するル

用説月網紋

ー

項のュ
等ピ 事
品ン る

借
数貸
び賃

及の
称タ
名

出な－網 競

量

、

走 争日先い

教 入のかの。

７示北局 で
ウら指育 札

道画 る
び月に海企 あ

及

よ エ

作走務 で
に日り網総 の

学 入
げで成市課 、
掲ま

管 に
資た７校 札

るし北

を請西理 参
格申条

停サ載
件令

さビ要政

止ーの年

て・等第

れス
いメを

し以

いテた。

なン満号

。スい

とンて下

こナ

年

制と」

体こ令

のる政

得北

）北２成り

海日
紋ら８。道

道か年る海
示

別平月告

北成
日第 高

度に

学３限号

等年を９

に規

校月
、

契る

海ま該す

北日当定

日向北

）明２走別

道で

賃及陽高

の書

借要）等学

貸び月高等

様、北

２仕校、

求学校

に海道

書北海

式
台よ道斜

月。別高

１×１る紋里

式
４

当校当南等

月２

一
八
八

し
有書３係 加

校
４

×
台

か提 う
るを目 よ

す類丁 い

がをと
すうし

ど出 と た）

さし。

備明う

整証 期品

斜。約物

て者第

れ

等しを賃

高だ間の

里た

高学

校算長借

学予延貸

たた

校

の業の学

り商り等校

））

価）価、

単科単

）
科
業

職



第ア

北１１契要そ

平 約 海項月開

成

書 道札 の当

十 財の 規た

四 の 務時 定り作

年 成 規に にの

六 お よ単

北 海

パ予札交交

入落

イアイ
付 ソソ明者 ーー説

札 パ

決 ルルの

ナナ書の 定付

ココ交

道 公 報

名

入入一こ公

ウエのア

の契の称

開開札連の告
び 札札証調約予及

札保
は契よ時数 保金達に定

、約る期量

第

札札 行
執

札入入

入
アイ

所
場

の

号

道道

約 審海海

契北北

イ
を 行走育 項 を網教

条 査

の 則 た北網 示 っ市庁

月 い り価
要二 昭て 定）

十 和、 めを否他

五 たも

日

価入

北規 定て

年に 予っ

規る

道す 格札

海定

火

第格 月効

則資 １有

曜 を 当な

ン付定 時場方

号有 た入

期関所法法

ピピに方

ン

北ア

タタる

ーーす

ュュ
一一成項海海の

平事北
道道場 式式

走育で

年網教所

頃北網付

台台月市庁交

証 場日

１１７走す

××

免に調

時金すす後月

除関達１
り

。事おた

るるに当

所

、単

ににての

アイ項い

。。達）

じじ調価

同同

日所時

び
及場日

定
予

が

北階便校平と

時

）

海会番管成郵。
送 道議号理

に 網室係年
）８よ 走

６
る 市北－月
場 北海

日合 ７道

西育

き条教 場
と７走 す

目画

審丁企

、３局

は所

校

申学

を課

果務

結総

査
に理

者管

請

日

単限

以な のに

。し り札

者 価る 下い

制し 務し の） 財の ）。

」札 の者 則入 限た 規た

内札 い財 囲落 と、 範を

教る

最と 。規 で者 う務

西育。

校校条
目画

通通丁企

普普３局
管
校
学
課
務

））総

科科

名
の
等
品

物
る

れ
さ

係
理

は 条網

び
及
量
数
、
称

平 ３支海）
、 西走北火

目２教午成 丁庁道

年 階育前

北）庁

海網時８

育日

教送教５ 道郵走月

網る企で

庁よ局ま

育に

。
る

す
知

通係

走場画に

のる第 第低す則 ）
価。

２

条格条

．入
札
に
付

．

キ

．
．． 詳
細
は

ウエオカ

札
入
の
そ

、

所約本のの

契契日ここ

及札札

にの語入入

約名

育は務着

教合総必

関手

２郵学こ

局、課の
者成出

す切係約業構提

額札で員す

るりる金落

て税の者あのる

額捨課

イ

を

金

に。札落

号る入

各す

決 げ額
札 掲

す
る
事
項

入
札
説
明
書
に
よ
る＝ 。

×

に日び執 在 す続び及の

い国約は

事お本契行

る

、公

を称地て通は、

務

用達す

当使調開

担、貨

海便話す手る

す北郵電
言の

組道番番る続。

る
の育語停

織教号号
及止 名庁

とる一こ 加た事

なか部と

額者っをに。 分 算金業

た）でた申免 の し

者し税 金をあ

、る業

額もるには出事

っか相
札とが

当て免当落こ者

札事る決。い

該落税す

だと

額価業金定たる

金

でを速しき

に格者額後

札係
に 入に

定 る等

１と

て こ費
っ び消

た 及る
当

地
入 告び

、 公及
は の税

る費
に め消

書 定方
札 に

記

一
八
九

＝
×

び等

通が － 称網－

及走

貨有 － び教
所育り
得 在局北

る

線 総網内 画道。

地企海
務走
課市
学北

入や、は

理西
管条

校７

未るる札か落、

円すあ

消者同

満のか書に札共

、問記費が企

のでをに

同体

数入わ載税共業

端

、るの企消

が札ずす等

税

る参見こ課業費

あに

。事の等

と加積と税体
税

はるっ業場免

きすも
は１でで事

、者た者合

さ 札

載 入税

そ
金 す

た 関下
れ に以

等当 件税
に 条費

額 る消

しい額 反と金 違」該 に
たうの

入。

の、月ああ業

目
丁

係３

たかて申

端消当るっ者
そ書

金税り免、出

数費
をに契事のを

額等の税

に

、取５

はのの

札）分

と当

効い相

無扱



海海札入

契北北入

イア

網教行

条 査道道執

約 審

庁場 を 行走育の札 項 を
た北網所 示 っ市

北 海

ア
に格申申申

こ札資
入る

加有書 請請

入参を請

の
よるの のの はしす類

札
、

道 公 報

のいで件

アイウエ条
３

る一

平資道当る当あ付

と調こ般

成格が該こ該

を行調

。争

年有う達を達と競

品明品入

北す指物証物

海る名

第

納契札の
入次

イウエオ
入約 を参ず

達にい

調納
物るも

るすに

す加れ 入

号

ア
平調パ
成達ー１
十をソ月
四すナ当
年るルた
六

場
と７走及 す場 物コり

は所西育日所

き条教び
北階便

審丁企

、３局時

議号

結総海会番

査目画

を課網室

果務道

申学走

請校市北－

者管北海

に理７道

令とど出

時方 政うか提

るか

第すう期法先

者の

海 のは審平申な郵北 条

れ番道 ５ア査成請け便

書 かを

育 ２
ら申年類ば号教 の
ウ請６のな

庁 のまし月提ら
出な－網 規でな

走 定定け日先い

た関参

道こ競にしに札

。入し者し加

告と争関
あ要格

第札、で、資

示

に迅
なこ仕審

号関速る求の

。書

はるアと様査

又す
をー記

成名タに

平指フ

場期

北止ーの

年停サ載

間必す

等に当

品者該 期

と

様なこ

仕要る

の日所

る格。

等平北平のす資

囲こ

成海成範

道
辺９でが

入年留年内と
成り

説月蘂月平有

札９

得

明２高２

書日等日

月品ンの

二等ピ単

十のュ価

五名ー）

日

量借
数貸

び賃
及の

称タ

火

２

曜

海

知西走北

通係条網

式

目２教

る丁庁道

す３支
海網

北）庁
階育

。

局

育に育

教送教

道郵走

教 に

走場画

網る企

庁よ

めれかの。
示北局 る
るばら指育 よ
こら月に海企 条
とな７
よ道画 件ろな

走務 一
にい日り網総 付

りで成市課 般
よ。ま作

た７校 争
、し北学 競
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